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同窓会「桐の音」総会が開催されます
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12月 2日 (日 )
詳細 は後 日、お知 らせ致 します。皆様のご出席お待ちしています。

皆様、お元気でご活躍の事と思います。2月 には4年に1度の冬のオリンピックがあり、日

本の選手をテレビの前で応援したり楽しい時間を過ごした方も多かったのではないかと思い

ます。2年後には東京オリンピックが開催されます。今から胸がワクワクしています。

同窓会も今年3月 に53期生を新しい会員に迎えます。日頃より先生方、会員の皆様にはご

支援、ご協力いただき本当に有難うございます。心より御礼申し上げます。

「紙面」のお知らせのとおり、12月 2日 総会を開催する事となりました。短大が置かれてい

る立場は、ほとんどの音大の受験生が激減しているご時世で、益々少子化が進み、厳しい現実

である事は確かですが、学校も定員を確保する努力を一生懸命やつてくださっています。

『認定専攻科』という制度も私達には耳なれない言葉でしたが、一言で言うと、短大でも頑

張れば大学院と同等の扱いを受ける事が出来るそうです。12月 の総会を控えて、最新の短大

の様子を皆様にお伝えしようと思い、今回の会報の特集記事にしてみました。皆様の感想を

お待ちしております。

名簿も、個人情報が社会問題となり、発行しなくなり、改めて皆様に会則も読んでほしいと

思い、掲載しました。

同窓会の個々の活躍は、めざましいものがあり、益々楽しみになります。世の中は相変わら

ず目まぐるしく変化していますが、「桐の音」は創立当時からの良さを失わず、今の時代に
な

合った皆様に満足いただけるように活動をしてまいりたいと心がけております。
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年会費納入のお願 い

平成13年総会で決定されました年会費も17年 目を迎え皆様には

ご理解とご協力をいただいております。今年度は1期から42期 ま

での方々に年会費振込み用紙を送らせていただきました。

本年平成29年度と未納の年度を記入した振込用紙が同封されて

おります。なお、ご不明な点は、会計までお問い合わせください。
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この度、学位授与機構の申請が通り、本年 4月から専攻科が認定専攻科となりました。認定

専攻科を卒業しますと、四年制大学と同じ学士の資格が取得できるため、大学院への進学が可

能となります。また、就職にもより良い資格を得ることができるようになり、将来の選択肢の幅

が広がります。しかも、四年制大学よりもかなり学費が軽減されるというのも大きな魅力です。

今年度はかなり厳しい入試となりましたので、いろいろな方に認定専攻科について周知して

頂き、受験生確保にご協力頂けると嬉しく思います。もちろん、卒業生の入学も可能です。ぜひ

ご検討ください。よろしくお願い致します。
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演奏会や音楽イベントの

企画立案をはじめ、教育

現場での音楽鑑賞教室

や福祉施設等、音楽ホー

ル以外でのコンサート

(アウトリーチ)の制作法

を学び、音楽界を支える

人材育成にも力を入れて

います。

福島県南会津町教育委

員会と提携し、定期的に

地元の小学校で音楽鑑

賞教室を行っています。

演奏する学生たちは、子

どもたちに楽しんで聴い

てもらえるよう、試行錯

誤しながら本番を迎えま

す。音楽を学ぶ意義を強

く感じることのできる貴

重な体験の場となってい

ます。

毎年9月に海外研修を実

施しています。研修先は、

ドイツ、チェコ、ポーラン

ド、ハンガリーなどの音

学大学。実技レッスンの

ほか、コンサートやオペラ

鑑賞、音楽家ゆかりの地

の訪問など、成熟した音

楽と芸術文化に触れ、教

室だけでは得られない音

楽経験を深める機会と

なります。

他の音楽大学に先駆け

て社会人入学の制度を

設けました。本学では、ひ

とつの教室で幅広い世

代がともに学ぶことが常

となっており、多様な価

値観を受け入れる環境

があります。社会での経

験が音楽を学ぶ上での

土台となり、学生たちは

目覚ましい上達をみせて

います。また、2年間のカ

リキュラムを3年かけて

学ぶ長期履修制度を導

入し、充実した学びやす

い環境を作っていま魂

これまで本格的に音楽

を学んだことがない初

心者の方から音楽大学

を卒業後も研鑽を積み

たいという方まで、音楽

愛好家の学びの場とし

て、ウィークエンドカレッ

ジ・イブニングカレッジ

を開講しています。「難し

いことをやさしく、やさし

いことをより深く!」 を

キヤッチフレーズに、多

彩なテーマの講座をご

用意しています。生涯学

習の機会としてご活用く

ださい。
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同 窓 会 会 則

第1条 名 称 (3)副会長は運営委員長、代表委員長、音楽活動委員長、

桐朋学園芸術短期大学音楽専攻同窓会(平成 18年の学校名      会報委員長があたり、各々担当の委員会活動を統括する。
変更と共に、桐朋学園大学短期大学部芸術科音楽専攻同窓会、    (4)役 員及び委員選任の決定及び任命は、会長及び副会長の
の名称より変更)「桐の音」(以 下本会とする)と称する。

昭和 41年 4月発会。

第2条 目 的
本会は会員相互の親睦と向 Lをはかるとともに、母校の発展に

寄与し、後援することを目的とする。

第 3条 事 業

本会は下記の事業を行う。

(1)会員名簿の管理

(2)会報の発行

(3)会員の音楽活動の後援及び奨励。

(4)そ の他必要に応じて事業の開催 。後援を行う。

理事会から推薦された者とする。

第7条 名誉会長及び名誉顧間、顧問

委員は代表委員、音楽活動委員、編集委員とし、

役員および委員は全員が評議する権利を持つ。

(2)役員及び委員は定められた方法により、正会員の中より選任

される。

合議により行う。

(5)運営委員長は書記 。会計 。庶務を統括し、運営実務を

担当する。

(6)役員は必要に応じて理事会に参加することができる。

第 11条 役員の任務
(1)代表委員は各期2名以上とし、各期会員の動勢、及び活動を

把握し、年会費未納者へ連絡をするc

(2)音楽活動は、会員の演奏会活動の支援、研究会その他

音楽活動の中心となる活動をする。

(3)編集委員は、同窓会の機関紙としての

会報の企画・編集にあたる。

第 12条 総 会

(1)総会は、会長またはその代行が必要と認めた場合

第 13条 理事会
(1)理事会は、年 1回以上開くものとする。

(2)理事及び会長、役員会が必要と認めた場合

必要と認めた場合これを招集することができる。

(3)役員会の議事は出席役員の過半数でこれを決し、可否同数の

場合は理事、役員合議の上審議し決定するものとする。

(2)決算は会報により会員へ報告されなければならない。

(3)会計監査を置く。

第 17条 会則の改正

第4条 組 織

(1)本会は正会員と特別会員により組織される。             これを招集するc

(2)本会の運営は正会員より選任された役員及び委員により      (2)本 会則の改正は総会において承認される。
遂行される。

(3)正会員のうち若干名を理事とする。

第5条 事務局
本会の事務局は桐朋学園芸術短期大学音楽研究室に置く。       これを招集することができる。

(3)必要に応じて役員会に議事を提出することができるc

第6条 正会員及び特別会員
(1)正会員は母校の卒業生、母校の ^時在籍者のうち入会希望者    第 14条 役員会及び委員会
とするc (1)役員会は会長、副会長、書記、会計、庶務からなる。

(2)特別会員は母校の現教職員のうちの専門科目の教職員及び    (2)役 員会は年1回以上開くものとするが、会長及び役員が

(1)本会は桐朋学園芸術短期大学学長を名誉会長に推挙する。    (4)代 表委員会、音楽活動委員会、会報委員会は会則にのっとり
(2)桐朋学園芸術短期大学音楽専攻主任を顧間に推挙するc       個別に活動することができる。
(3)理事会は必要に応じ顧間を推挙できる。 (5)会報委員会は会報委員長及び編集員からなる。

疎祀条
~理~事~~~~~~― ――――― ―――――――

―
一―
第 15藻弓確わ 経費

(1)理 事は本会会長経験者及び理事会役員会で認められた者とし、  (1)本 会の経費は、人会金、年会費、臨時会費、寄付金を
任期は定めないものとする。 もって充てる。

(2)理事は、理事及び会長、役員会が必要と認めた場合、会の      (2)入 会金は、本会の人会と同時に納入する。
運営活動に参加することができる。

第9条 役員及び委員
第 16条 会計年度及び決算
(1)本会の会計年度は毎年4月 1日 に始まり

(1)本会の役員は会長、副会長、書記・会計 。庶務からなり、        翌年3月 31日に終わる。

(3)役員及び委員の任期は原則として5年とし、再選を阻まない。    (1)本 会の改正は役員会により審議され総会により承認される。
(2)同窓会の運営実務については、別にこれを定める。

第 10条 役員の職務・権限
(1)会長は会務を統括し、会の代表者としての活動をする。       第 18条 報 告
(2)副会長は4名とし、会長を補佐し、必要ある時は会長の任務を     総会及び役員会、委員会で承認された事rH‐は会員に
代行することができる。 報告されなければならない。
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協|ウイークエンドカレッジ

松井康司本学教授 1.知られぎる名曲の世界 定員 40名
受講料6回 12,000円

名曲と呼ばれる歌は、その曲の素晴らしさだけではなく、何かきっかけや運に恵まれていたりするものです。今期は、名曲と言って良いよ
うな歌であるにもかかわらず、広まって行く幸運に恵まれていない素晴らしい作品をご紹介していきたいと思います。
ヴォイストレーニングをしながら楽しく歌っていきましょう。

ロヨロE4/21 4/28 5/26 6/2 6/30 7/14[予 備日3/25]土曜/14:30～ 16100       ‐

滝田美智子本学教授 2.竿講座 基礎～合奏 定員9名
受講料6回 12,000円

八橋検校 [六段の調]を学習しましょう。基礎的争奏法の見直し、唱歌、曲の分析等を学んで[六段の調]を歌うように弾きましょう。
(等、事爪は不要です。本学の楽器を使用します。)

ロヨロE4/21 4/28 5/12 5/19 6/9 6/23[予 備日5/20]土曜/10:30～ 12:00

永井 由比 肇需 3.フルートベーシックトレーニング&フルートアンサンブル 受講料6回 1』不∫角
この講座はフルートの要であるロングトーンと、楽器の持ち方、息の使い方などの基本的なことの再確認とフルートアンサンブル、そし
て他の楽器 (今日|はチェロ、ギターを予定)と のアンサンブルを楽しみながらも、日ごろのフルートに対する悩みを解決してしまおうとい
う講座です。フルートの初心者も歓迎です。

ロヨロE4/22 4/29 5/13 5/27 6/3 6/23[予 備日7/¬ ]土 。日曜/10:00～ 11[30    ‐

"         定員 40名池田 哲美 薩教義 4.音楽、その正体とはⅡ～様々な観点から、音楽を見直そっ～  受講料6回 12,000円
音楽の背景にある文化・思潮について、他のジャンル～文学・映画・絵画・建築・哲学・心理学etc～ とのつながりなどを探り、より深く多
面的な音楽の理解を目指します。専門的な音楽の知識は必要ありません。難解なものも、できるだけ平明に解説いたします。
今回は「フリーメーソンと音楽J、「マーラーとキッチュ、そして周縁」、「オカルトと音楽―表現主義・神秘主義J、「音楽と時間Jな どを予定。
若十の作品分析も行いたいと思います。

|ヨ應置 5/13‐ 3/27 6/10 6/24 7/8 7/29[予 備88/4]日曜/10:30～ 12:00           1‐‐

松本昌子充蜀笛占彗

5。 ミュージカルを楽しもう!「歌って踊って!ミュージカルを体験しましょう!」
定員 15名

受講料6回 12,000円

劇団四季出身俳優が、
「
寧に呼吸法や発声法などをレクチャーします。ストレッチやダンスのステップも、初′い者の方でも楽しく参加し

て頂ける内容です !ミ ュージカルから選曲し、簡単な振付けも行い、全6口で1曲を仕上げます !!

ロヨロE5/16 5/30 6/13 6/27 7/4 7/11[予備日7/18]水曜/18:30～ 20:00

末永明彦奪乃ぶ饒 演劇コーディネーター
6.舞台朗読の基礎～日本の演劇作品を読む～

各定員 10名
(各 8名以上で開講予定)

受講料8回 +発表会 20,000円

お芝居のセリフ・卜書きを読んで、人物の気持ちや、その作品の背景を想像して読みます。最終日にお客様の前で、簡単な衣装・音響・照
明など舞台効果を入れて、発表会を行います。朗読が初めての方でも、大丈夫。一緒に演劇作品の世界を表現してみましょう!

【A】 4/18 4/25 5/2 5/9 5/16 5/23
‐皿  【B】 4月 94/2`3/35月 05/175/24
‐  【合同発表会】5/30 5/31 水。本曜日/19:00～ 21:00
日讐轟ヨ6/2(土 )10:00～ 17:00(予定)舞台稽古 。発表

圏Dイブニングカレッジ
毎回好評をいただいているイプニングカレッジ。仕事。学校の帰りにぜひトライしてみませんか?
ウイァクエンドカレッジ同様、どなたでも受講できますので、ぜひご参カロください。
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★同窓会『桐の音』で行つている補助活動

同窓会では、下記の活動に補助金を助成しています。助成を受けた団体は、会報に活動報告をお願い致します。

同期会便り

（一̈
〕）必・申

出演者の約1/2が本学の卒業生である場合、   同期会を開催する場合、申請があれば五千
申請があればチラシ・ポスターに「後援・桐朋   円を補助する。
芸術短期大学同窓会『桐の音JJの記載を許可   メ各地での県人会的な同窓会の場合は要相談
し、当日会場に盛花を送っている。

★後援したコンサート(平成29年 )
●4月 29日 「OsmRuka 2nd Concertヨ ーロッパ音楽紀行 」

横浜みなとみらい 」ヽホール

浅倉万里枝(45期 )・升谷奈保(46期 )・鶴田葵衣(47期 )・

永澤真紗恵

●5月 5日  「Dream Futt Art Concert∨ ol10」 リブロホール
46期生有志

「 5月 19日  「第4回桐の響演奏会」
すみだトリフォニーホール」ヽホール 日本音楽筆専攻卒業生  [3月 25日

●5月 26日 女声合唱団「ラ。フォルス」10周年記念コンサート
すみだトリフォニーホール 」ヽホール

J7月 15日  「森田綾乃ギターリサイタル《献呈)」
東京オペラシティ リサイタルホール

森田綾乃 (41期 )

●8月 27日  「musia夏の音楽会」桜丘区民センター桜丘集会室
大丼祥子(45期 )・竹田早希(46期 )・敦澤幸rll(48期 )

後藤彩希(49期 )・橋本さやか(49期 )

18月 28日 「第21回 コンソート・ポウローニア《音楽の花束〉」
すみだトリフォニーホール 」ヽホール

卒業生有志

●9月 3日  「フルートデュオでバレエとピアノの音楽を聴く」
La Lyre(ラ・リール)

森上彩音(45期 )・木内悠貴(45期 )・阿部大樹
「 9月 9日  「弥永歩美フルートリサイタル∨o12」 熊本白川教会

弥永歩美(41期 )

【1期生のクラス会】

2017年の11月 16日 本曜日に1期生のクラス会がありました。前回より

2年ぶりの再会は、美味しいパンで人気の緑深い深大寺のレストラン「サン

マルク』が会場でした。今から52年前昭和41年 3月 卒業の 1期生は当時、

17名 の少人数でした。沖縄と台湾出身の方とは卒業後連絡がとれないま

まで～。そして近年、お 2人の方が病気で亡くなったりと大きな変遷を経ま

したが、現在13名 の方とは何とか連絡がとれていま魂 当日はア名の出席で

元気な再会を喜び、会は大変盛り上がりました。古希もすぎて6回 目の酉年

の月日があっという間に流れた思いです。それぞれの生活や環境と時代の

変化、健康問題について話題は尽きない集いでした。  1期 生 隈部圭子

TEL 03-3334-2539 Mai!info@kirinone ip

:コンサート後援        : i ama+mu l

● 9月 10日

112月 23日

●3月 11日

:サークル活動補助         l
本学卒業生で組織されていて、定期的に練習・勉強会を

行つている団体、サークルに対し、年額二万五千円を

上限とし補助する。但し、申請の際、役員会で活動内容

を審査し承認された団体にのみ支給、年度末には会

計報告を提出しなければならない。

「STELLAコンサート∨011」 La Lyre(ラ・リール)
高橋美紗(48期 )・渡遇茜(48期 )
「Ensemble MARBLE Concert 20171La Lyre(ラ ・リール)

高橋美紗(48期 )・大高真梨絵(48期 )

金子展寛(50期 )・川村有子
「musia春 の音楽会」桜丘区民センター桜丘集会室
卒業生有志
「内林順子ピアノリサイタル」

フェリーチェピアノサロンスタジオ 内林順子(35期 )
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氏 家

樫 山

○ 上 「l

川 瀬

熊 井

倉 持

回府田

坂 日

高 橋

田 中

lF

林

きらら

千 笑

山紀美

美 紀

涼

亜季子

意 見

来 夢

悠 貴

佐喜子

一 弘

陽 子

=印
は代表委員

52期 新規会員名簿

藤 巻 里

古 留 有

和 日 莉

渡 邊

飯 倉 美

大 部 真

岸   迪

鈴 木 雅

祖父江 瑠

中 村 綾

野 田 直

法 岡 真

○ 服 部 葉

苗

紀

佳

愛

波

美

香

絵

衣

華

美

央

子

松 井 咲 子

松 村 和 恵

真 野   愛

村 岡 奈 々

森 島 絵利子

安 波 礼 子

llll 田   桜

山 口 百合香

渡 邊 佳 奈

石 神 春 香

石 野 裕 一

大 地 善 子

今 野 仁 美

/

菅 原 玲 奈

杉 饉 朗 子

工 野 優 希

中 村 音 舞

○ 八 谷 瑞 穂

藤 井 幸 子

森 泉 柚 香

○ 大和国   悠

稲 生 晃 子

河  口   静

松 本 裕華子

沢 井   麗

藤 出 葉 子

音楽専攻
2018年海外研修旅行

卒業生も参加出来ますので、ぜひ、

現役の学生と一緒に研修旅行に

行きませんか ?

問い合わせ先 短大教学課
TEL 03-3300… 2111(イt表 )

03-3300-4252(直[i量 )

ハンガリー・ブダ
｀
ペスト

平成 29年度予算案 (通常会計) 桐の音 平成 28年度 決算報告
(収入の部)

新入会員入会金

利息

年会費

繰越金

¥6769017  ¥6984949

予算案   決算額
¥110.000  ¥108,504

¥600,000   ¥552,938

¥10,000     ¥0
¥60,000      ¥9,000

¥100,000    ¥56,914

¥30,000   ¥20,000

¥80,000   ¥56,910

¥90,000    ¥66.839

¥700,000  ¥1,000,000

¥4,989,017 ¥5,113,844

合計 ¥6769017 ¥6981919

特ワU会計報告

(収入の部)

前年度繰越金

通常会計より

桐朋学園同窓会より (ALL同 窓会)

利息

(収入の部)

前年度よりの繰越金

28年度卒業生入会金

利息

年会費 (見込み)

¥5,113,844

¥570,000

¥10
¥800,000

予算案   決算額
¥645,000   ¥645,000

¥100     ¥32
¥700,000   ¥916,000

¥5,423,917  ¥5,423,917

¥8,371,749

¥1,000,000

¥351,842

¥53

(支出の部)

HP関係費
会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵送費・振込手数料)

特別会計ヘ

(支出の部)

HP関係費
会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵送費・振込手数料)

特別行事積立(特別会計へ)

繰越金

官
「
T

(支出の部)

ALL同 窓会経費 (H28年 度分)
次年度繰越

¥9,723,644

¥461,714

¥9,261,930

Yl10000

Y6()()()()()

¥10000

¥60000

¥100.000

¥30()()0

¥80000

¥90000

Y8()()()()0

合計 ¥9723641

上記決算報告書監査の結果、

相違ないことを認めます

平成 29年 4月 30日  会計監査
合計

次年度繰越金

¥1880000

¥1603851

●●● 鳥
同窓会のお手伝いをして下さる方、会報の編集の

お手伝いをして下さる方を募集しています。  よ

″ぷ
―日題臼居すみれ E0901261-41151

早il早早早1早早1早早il早 ll早 lIII早 1早 l「

003-3717-2011
住所、氏名等に変更がある場合は、

代表委員長または、各期の代表委員まで。

b http://www.kirinone.jp
M info@kirinone.jp

■るいいね!
facebook.
短大がfacebookを FFD設。

今の短大をダイレクトな

陶

情報として知ることができます。

是非、皆さん「いいね」を

よろしくお願いします。


